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12 月 13 日～ 16 日
12 月定例会議

予算を追加した主な事業

一般会計補正予算￥

   追加　  4 億 3,510 万円　　令和 4 年度      予算総額　 102 億 7,202 万円         

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

事業名 補 正 額

特別冬期生活支援金
（住民税非課税の高齢者世帯等に対し、暖房用燃料費等の一部として一世帯あたり１万２千円を助成） 2,040 万円

老人保護措置費
（老人福祉施設入所見込者の増に伴う追加） 　　894 万円

栗山駅南交流拠点施設事業推進費
（栗山駅南交流拠点施設のオープン準備に係る追加） 　　358 万円

空き店舗活用支援事業補助金
（町内の空き店舗等で新規出店する方に、開業に伴う初期投資経費の一部を助成） 349 万円

新築住宅取得費用助成事業補助金
（栗山町内で住宅を取得し移住する場合に、住宅取得費用の一部を助成） 340 万円

経営所得安定対策直接支払補助金
（栗山町農業再生協議会が管理する水田データの整備に係る追加） 　　199 万円

持続的畑作生産体系確立緊急対策事業補助金
（種馬鈴しょ緑丘ＣＰ４( シーピーフォー ) 利用組合が利用する農作業機械の導入支援） 　　195 万円

コロナウイルス感染症対策費
( 小中学校における感染症対策に係る追加 ) 　　63 万円

戸籍住民基本台帳費★質疑あり★
（マイナンバーカードの普及促進に係る追加） 　　37 万円
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齊
藤
議
員　

栗
山
町
汚
水
処

理
施
設
管
理
委
託
業
務
の
債

務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
昨

年
と
比
較
す
る
と
５
カ
年
で

約
３
千
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
下
水
道
関

連
施
設
維
持
管
理
監
視
委
託

業
務
に
つ
い
て
も
、
１
割
程

度
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

増
額
の
理
由
は
何
か
。

上
下
水
道
課
長　

５
年
に
１

度
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す

る
が
、
５
年
前
と
比
べ
る

と
、
栗
山
町
汚
水
処
理
施
設

管
理
委
託
業
務
の
労
務
単
価

が
約
20
・
８
％
上
が
っ
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ

る
。
下
水
道
関
連
施
設
維
持

管
理
監
視
業
務
に
つ
い
て

は
、
国
土
交
通
省
が
決
定
す

る
単
価
が
ま
だ
示
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
過
去
の
上
昇
率

を
勘
案
し
て
計
算
し
た
。

質

疑

千
葉
議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
直
近
の
普
及
率

は
。

総
務
課
長　

11
月
末
現

在
で
、
発
行
枚
数
は
５
，

８
６
４
枚
、
人
口
に
対
す
る

割
合
は
51
・
86
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

栗
山
町
の
申
請
率
は
低
い

状
態
で
は
あ
る
が
、
現
在
、

町
内
会
館
等
に
出
向
い
て
申

請
受
付
を
実
施
し
て
い
る
。

用語解説

　業務委託先を決める際に、価格の安い方を提示
した方に選定する競争入札方式とは違い、専門性
を要する業務の場合、複数の者からその目的に合
致した企画を提案してもらい、その中から企画内
容・業務遂行能力が最も優れたものを選ぶ方式。

「プロポーザル方式」

　債務負担行為とは、複数年に渡る契約や後年度の支出が確実なものを、機関、内容、限度額などを決
めておいて将来お金を払っていく行為のことで、議会の議決が必要。用語解説

「債務負担行為」

￥
補
正
予
算

そ
の
他
の
補
正
予
算

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

高
額
療
養
費
の
実
績
見
込
み

に
よ
る
追
加

　
　
　
　

２
，
０
０
０
万
円

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

介
護
認
定
調
査
件
数
増
に
よ

る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
の
追
加　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

89
万
９
千
円

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
実

績
見
込
に
よ
る
追
加　
　
　

　
　
　
　
　
　

１
２
０
万
円

▼
栗
山
町
住
宅
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

開
発
行
為
許
可
申
請
に
係
る

手
数
料　
　
　
　
　

42
万
円

中
里
地
区
の
住
宅
団
地
造
成

工
事
に
係
る
用
地
購
入
費　

　
　

３
，
８
９
４
万
２
千
円

▼
栗
山
町
工
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

開
発
行
為
許
可
申
請
に
係
る

手
数
料　
　
　
　
　

55
万
円

第
５
期
工
業
団
地
造
成
工
事

に
係
る
用
地
購
入
費　
　

１
億
１
，
２
６
８
万
８
千
円

齊
藤
議
員　

栗
山
駅
南
交
流

拠
点
施
設
管
理
業
務
に
つ
い

て
、
競
争
入
札
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に

特
化
し
て
い
る
施
設
の
委
託

業
務
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
の
よ
う
な
入
札

方
法
が
良
い
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

栗
山

駅
南
交
流
拠
点
施
設
管
理
業

務
に
つ
い
て
は
、
内
容
と
し

し
て
は
清
掃
と
除
排
雪
等
で

あ
り
、
運
営
に
関
わ
る
業
務

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

入
札
の
方
法
は
、
内
部
で

整
理
し
て
よ
り
良
い
方
法
を

選
ん
で
決
め
て
い
き
た
い
。

町
長　

栗
山
駅
南
交
流
拠
点

施
設
委
託
管
理
業
務
に
つ
い

て
は
、
指
名
競
争
入
札
を
実

施
す
る
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
令
和

７
年
度
ま
で
直
営
で
管
理

し
、
令
和
８
年
度
以
降
は
指

定
管
理
業
務
の
な
か
で
施
設

管
理
、
業
務
の
一
体
的
な
提

案
の
仕
方
に
な
る
と
思
う
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

▼
栗
山
町
工
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

開
発
行
為
許
可
申
請
に
係
る

手
数
料　
　
　
　
　

55
万
円

第
５
期
工
業
団
地
造
成
工
事

に
係
る
用
地
購
入
費　
　

１
億
１
，
２
６
８
万
８
千
円

▼
栗
山
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

栗
山
町
水
道
施
設
管
理
委
託

業
務
に
係
る
債
務
負
担
行
為

　
　
　
　

４
，
０
８
１
万
円

▼
栗
山
町
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

栗
山
町
汚
水
処
理
施
設
管
理

委
託
業
務
及
び
、
栗
山
町
下

水
道
関
連
施
設
維
持
管
理
監

視
委
託
業
務
に
係
る
債
務
負

担
行
為　

★
質
疑
あ
り
★

６
億
７
，
９
１
５
万
１
千
円



解説

賛否の公表

人
事
案
件

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、

越
前
谷
徹
氏
を
引
き
続
き
選

任
す
る
。

任
期
：
令
和
５
年
１
月
１
日

　
　

～
令
和
８
年
12
月
31
日

※
今
回
は
、
賛
否
が
分
か
れ

た
議
案
が
な
か
っ
た
た
め
、

掲
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

一
覧
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　栗山町議会の ” あり方 ” を定めた「議
会基本条例」の第４条第６項に「議会
は、重要な議案に対する各議員の態度
を議会広報で公表する等、議員の活動
に対して町民の評価が的確になされる
よう情報提供に努めるものとする」と
定められています。
　「ぎかいだより」では、主に賛否が
分かれた議案について、掲載していま
す。

１２月定例会議
賛否の公表ＱＲ

▼
栗
山
町
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

▼
栗
山
町
職
員
の
高
齢
者
部

分
休
業
に
関
す
る
条
例

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　

令
和
４
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、

谷
田
進
太
郎
氏
を
引
き
続
き

選
任
す
る
。

任
期
：
令
和
５
年
1
月
１
日

　
　

～
令
和
８
年
12
月
31
日

条　

例

町
職
員
の
定
年
年
齢

　
　

段
階
的
に
引
き
上
げ
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▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
12
月
19
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、

月
輪
淳
裕
氏
の
後
任
と
し

て
、
橘
高
博
氏
を
選
任
す

る
。

任
期
：
令
和
４
年
12
月
20
日

　
　

～
令
和
８
年
12
月
19
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
否
の
公
表

　

令
和
３
年
６
月
に
公
布
さ

れ
た
「
地
方
公
務
員
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
、

令
和
５
年
４
月
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
を
受
け
、
町
職
員
の

定
年
年
齢
を
、
来
年
度
よ

り
、
２
年
に
１
歳
ず
つ
65
歳

ま
で
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

こ
と
と
す
る
ほ
か
、
国
家
公

務
員
の
取
扱
い
に
準
拠
し
、

役
職
定
年
制
、
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
制
ほ
か
、
関

連
制
度
を
導
入
す
る
べ
く
、

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う

も
の
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

に
つ
い
て

　

令
和
５
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、

土
田
清
美
氏
の
後
任
と
し

て
、
上
坂
永
子
氏
を
選
任
す

る
。

任
期
：
令
和
５
年
４
月
１
日

　
　

～
令
和
８
年
３
月
31
日



10 月臨時会議
１０月１７日

￥
補
正
予
算

そ
の
他

▼
栗
山
町
第
６
次
総
合
計
画

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

文
部
科
学
省
委
託
事
業
の

採
択
を
受
け
て
実
施
す
る
、

高
専
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
等
に
伴
う
計
画
事
業

の
追
加

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
６
，
５
５
４
万
８
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

98
億
３
，
６
８
２
万
１
千
円

と
し
た
。

価
格
高
騰
緊
急
支
援
事
業

　
　

９
，
８
９
７
万
４
千
円

く
り
や
ま
暮
ら
し
応
援
商
品

券
発
行
事
業

　
　

３
，
３
８
０
万
７
千
円

高
齢
者
等
介
護
予
防
・
生
活

支
援
事
業

　
　
　

   

１
，
１
４
２
万
円

障
が
い
者
除
雪
サ
ー
ビ
ス
費

用
助
成
事
業　
　

　
　
　
　
　
　

４
万
９
千
円

11 月臨時会議
１１月３０日

￥
補
正
予
算

条　

例

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
万
７
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
98
億
３
，

６
９
１
万
８
千
円
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
伴

う
一
般
職
給
の
追
加

　
　
　
　
　
　

２
万
３
千
円

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職

給
の
追
加　
　
　
　

３
万
円

▼
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職

給
の
追
加　
　

３
万
４
千
円

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
栗
山
町
第
２
号
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

原
油
価
格
・
肥
料
高
騰
等
対

応
農
業
経
営
緊
急
支
援
事
業

　
　
　
　

１
，
５
０
０
万
円

中
小
企
業
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
高
騰
対
策
支
援
金
事
業　

　
　
　
　

１
，
４
１
０
万
円

高
専
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
及
び
実
証
事
業　
　

　
　
　
　

１
１
７
万
５
千
円

くりやまぎかいだより№ 1745

民
間
と
の　
　
　
　
　
　

　
　
　

給
与
格
差
解
消



議会だより No.169 でご案内した、パブリックコメントで、皆さまから
いただいたご意見とともに、今回の議会改革で変わったところについ
てご紹介させていただきます。

◆議員報酬額◆

報酬と定数
に関する
調査特別
委員会

報 酬 は 現 状 維 持　
【委員長】藤本光行【副委員長】友成克司

【
委
員
長
報
告
】

　

本
町
議
会
議
員
の
選
挙
に

つ
い
て
、
平
成
27
年
、
平
成

31
年
の
２
回
に
わ
た
り
無
投

票
と
な
っ
た
こ
と
を
議
会
と

し
て
重
く
受
け
止
め
、
本
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

あ
わ
せ
て
議
員
の
な
り
手
問

題
と
議
員
報
酬
と
定
数
の
小

委
員
会
も
設
置
し
て
調
査
研

究
を
行
っ
て
き
た
。

　

報
酬
に
つ
い
て
は
、
職
責

や
定
数
減
に
よ
る
議
員
の
負

担
増
を
根
拠
と
す
る
増
額
の

意
見
や
、
町
予
算
に
対
す
る

議
会
費
の
割
合
を
お
お
む
ね

１
％
と
す
る
範
囲
内
で
の
増

額
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康

保
険
税
の
負
担
見
合
分
の
増

額
、
議
会
費
内
予
算
の
調
整

に
よ
る
増
額
な
ど
、
増
額
す

べ
き
と
の
意
見
が
多
数
を
占

め
た
。
一
方
で
、
本
町
の
財

政
状
況
や
近
年
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う

社
会
的
、
経
済
的
な
影
響
を

始
め
、
現
時
点
で
議
員
報
酬

を
増
額
す
る
こ
と
は
町
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

９
区
分
に
わ
た
る
報
酬
案
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
妥
当

性
な
ど
調
査
を
進
め
て
き
た

が
、
結
果
と
し
て
委
員
多
数

の
合
意
を
得
ら
れ
る
案
に
絞

る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。

　

ま
た
、
本
委
員
会
に
お
け

る
協
議
の
進
捗
状
況
を
踏
ま

え
る
と
、
議
員
報
酬
に
係
る

条
例
改
正
案
の
提
出
期
限
と

し
て
い
た
令
和
４
年
12
月
定

例
会
議
ま
で
に
は
、
新
年
度

予
算
へ
の
反
映
を
含
め
時
間

的
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
委
員
会
の
結
論

と
し
て
報
酬
に
関
し
て
は
現

状
維
持
と
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

し
か
し
、
な
り
手
不
足
の

現
状
も
あ
る
こ
と
か
ら
今
後

も
報
酬
の
あ
り
方
に
関
し
て

は
引
き
続
き
の
検
討
課
題
で

あ
る
。

　

日
当
に
お
い
て
も
、
協
議

の
経
過
に
お
い
て
、
出
役
に

応
じ
支
払
う
町
内
日
当
を
支

弁
す
る
こ
と
に
関
し
て
賛
同

す
る
意
見
も
多
く
出
さ
れ
た

が
、
日
当
は
旅
費
と
し
て
の

性
質
が
あ
る
こ
と
か
ら
協
議

の
場
を
分
け
、
当
初
の
と
お

り
議
会
改
革
推
進
会
議
に
お

い
て
協
議
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
小
委
員
会

を
設
け
て
課
題
の
洗
い
出
し

を
行
い
、
そ
の
対
応
策
を
ま

と
め
た
。
対
応
策
と
し
て
は

広
報
活
動
の
一
層
の
強
化
の

他
、
未
来
の
担
い
手
育
成
と

し
て
小
中
高
一
貫
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
よ
る
児
童
生
徒
の
議

会
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る

取
り
組
み
や
学
校
行
事
へ
の

参
加
に
よ
る
啓
発
活
動
、
議

員
ア
カ
デ
ミ
ー
等
の
講
座
の

実
施
に
よ
る
後
継
者
育
成
の

取
り
組
み
な
ど
、
な
り
手
を

育
成
す
る
土
壌
づ
く
り
と
し

て
の
活
動
を
議
会
と
し
て
も

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
の

結
果
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
な
り
手

不
足
の
解
消
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
は
、
今
後
議

会
改
革
推
進
会
議
が
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
行
う
も
の

と
し
て
、
本
委
員
会
の
調
査

議長 副議長 委員長 議員

300,000 239,000 212,000 196,000

報
告
と
す
る
。

※
定
数
に
つ
い
て
は
６
月
定

例
会
議
に
お
い
て
「
栗
山
町

議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
が
可
決
さ
れ
、
令
和
５

年
４
月
１
日
以
後
初
め
て
告

示
さ
れ
る
一
般
選
挙
よ
り
11

人
と
な
る
こ
と
が
決
定
済

み
。
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※平成 11 年より現在の報酬額



出来事・話題
T o p i c s

議会モニター会議
　令和４年１１月３０日、議会モニター会議を
開催し１２名のモニターの方にご参加いただき
ました。栗山町議会議員の報酬と定数について
の経過報告と意見交換を行いました。
報酬については、「長い時間をかけてきたのに、
報酬については何も決まらなかったことがとて
も残念」、なり手については「議員はやりがい
のある仕事だということを子供達に伝えていっ
てほしい」、「議会が活性化すれば、議員になり
たい人も出てくる」等の意見がありました。

　令和４年９月９日に栗山建設協会と「今後にお
ける産業の維持・振興について」をテーマに、一
般会議を開催しました。
　意見交換では、「工事の早期発注をお願いした
い。冬は日照時間が短いなど事故のリスクも多く
ある」、「根本的に労働力が足りない。仕事はたく
さんあるのに、働く人がいない。どうやって次の
世代の人達を増やすのか考える必要がある」等た
くさんの意見が出されました。
　出席した議員からは「議会としてしっかりと取
り組んでいく。お互いに知恵を出し合えれば」と
の発言がありました。

一般会議 ( 栗山建設協会）

一般会議
（そらち南農業協同組合・栗山町農民協議会 ･ 栗山土地改良区）

　令和 4 年 11 月 17 日にそらち南農業協同組合・
栗山町農民協議会、栗山土地改良区と「今後にお
ける農業を中心とした産業振興について」をテー
マに一般会議を開催しました。

「新規就農者が地域の衰退に歯止めをかけている
と思う。今後も受け入れを継続してほしい」、「新
規就農者ためのトレーニング農場のようなものが
あったら良いのでは。現場で詳細まで教えること
は難しい。基本的なことは座学で学ぶことも必要
だと思う」、「新規就農者と土地のマッチングの仕
組み作りをしてほしい」等の意見が出されまし
た。

くりやまぎかいだより№ 1747



                  　町議会って何をするところ？

　栗山町議会議員の選挙については、平成 27 年、平成 31 年
の２回にわたり無投票でした。
　町議会議員のなり手不足解消にむけて、町議会に少しでも
興味を持っていただくために、議会の役割や議員選挙につい
てご紹介します。

　私たちの栗山町を、もっと快適で住みやすい町にするには、どうすればよいか。
　町民の話し合いで意見を出し合って考えるのが一番いい方法ですが、町民全員が一度
に集まって話し合うのは大変です。
　そこで、１８歳以上の栗山町民が選挙で投票をして自分達の代表を選び、その人達が
みんなの暮らしをよくするため話し合うことにしています。その代表者を「町議会議員」
といい、その集まりを「町議会」といいます。

町　民

　町議会　　町　長　

選挙

町民の声を聞く町民のために仕事をする

町の予算、きまり等を決める
町政に町民の意見を反映させる

町の予算、きまり等を提案する

意見、要望を
伝える

選ぶ選ぶ

意見、要望を
伝える

町議会議員選挙まで残り 3 ヵ月

　町民・町議会・町長の関係は？                   

　（ 執行機関） 　（ 議決機関）
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議会を知ろう !



                  

　町議会議員になれる人は２５歳以上の町民、町議会議員選挙で投票できる人は１８歳以
上の町民です。町議会議員の選挙は、４年ごとに行われ、栗山町では１１人の議員が選
ばれます。（令和５年４月１日以後初めて告示される一般選挙より１１人となります。）

　町議会議員に立候補できる人は、２５歳以上で、続けて３か月以上栗山町に住所があ
り居住している町民です。立候補を予定している人への説明会は、あらかじめ立候補の
受付日の前に開催します。

　選挙に立候補するには、供託金が必要です。供託金は当選を争う意思のない人が売名
等の理由で無責任に立候補することを防ぐためのもので、町議会議員の供託金は１５万
円です。また、候補者の選挙運動に必要な経費を軽減し、立候補の機会均等を図ること
を目的に、一定の金額の範囲内で選挙運動費用（選挙運動用自動車の使用、ビラ、ポスター
の作成）の一部を町で負担する制度があります。　
　ただし、供託物没収点（※）に達する得票を得ることができない場合は、供託金は没
収され、選挙運動費用全額は候補者が負担しなければなりません。
　また、費用は、直接候補者に支払うものではなく、候補者はあらかじめ契約した事業
者等を町選挙管理委員会に届出し、契約事業者が町へ請求する仕組みになっています。

※供託物没収点…選挙によって違いがあります。
　　　　　　　　町議会議員の場合は「有効投票総数÷議員定数÷ 10」　　

　議員になるためのノウハウを学ぶ
「議員の学校」も２月から始まるよ！

　詳しくは今月号のぎかいだよりに入っている
チラシを見てね！！

議員のなり手不足解消を目指して

                    町議会議員はどうやって選ばれるの？ 

  町議会議員にはどうしたらなれるの？ 

                    町議会議員の立候補にかかる費用 

くりやまぎかいだより№ 1749

町議会議員選挙を知ろう !

　　栗山町議会議員選挙

  投票日

  告示日　

令和 5 年 4 月 18 日（ 火 ）

令和 5 年 4 月 23 日（ 日 ）



調  査  先：白老町・福島町

日　 　程：令和 4 年 9 月 28 日～ 29 日

派遣議員：佐藤功・大西勝博・
　　　　　佐藤則男・齊藤義崇・
　　　　　鈴木千逸・鵜川和彦　　　　　

第１班

　

議
会
改
革
の
進
む
白
老
町

議
会
の
現
状
や
広
報
広
聴
機

能
に
つ
い
て
、
推
進
の
ポ
イ

ン
ト
、
苦
労
、
経
験
談
等
を

説
明
い
た
だ
い
た
。

　

広
報
広
告
の
掲
載
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
バ
ナ
ー
、
議

員
報
酬
と
定
数
の
審
議
、
夜

間
議
会
、
高
校
へ
の
訪
問
な

ど
、
当
議
会
で
も
行
っ
て
い

白
老
町

議
会
広
報
活
動
に
お
け
る
　
　

　
　
　
　
　
　
　
住
民
参
加

　

福
島
町
議
会
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
広

報
広
聴
機
能
の
現
状
を
強
化

し
て
進
め
る
ポ
イ
ン
ト
等
詳

細
な
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

　

私
が
特
に
着
目
し
、
質
疑

を
行
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
議
員

白
書
で
あ
る
。

　

議
員
白
書
と
は
、
１
年
間

の
議
会
活
動
が
デ
ー
タ
で
整

理
さ
れ
、
そ
の
解
説
が
な
さ

福
島
町

議
会
広
報
活
動
に
お
け
る
　

　
　
　
　
　
　   

住
民
参
加

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
特

に
各
委
員
会
が
行
う
所
管
事

務
調
査
や
そ
れ
以
外
で
も
行

政
政
策
の
事
業
評
価
が
絶
対

評
価
さ
れ
、
加
え
て
論
点
や

争
点
も
見
て
わ
か
る
内
容
で

あ
る
。
最
後
に
は
議
員
各
々

の
活
動
評
価
も
さ
れ
て
い

る
。
広
報
広
聴
機
能
の
整
理

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど

良
い
議
会
活
動
の
ま
と
め
は

な
い
。
議
員
白
書
の
整
理
と

い
う
手
法
が
学
べ
た
有
意
義

な
視
察
だ
っ
た
。

広報広聴常任委員会
　　

道内先進地視察報告

る
報
告
会
は
も
と
よ
り
、
町

民
意
見
の
聴
取
や
懇
談
に
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
が

伺
え
た
。

　

議
員
は
世
代
・
性
別
が
異

な
り
望
ま
し
い
構
成
の
よ
う

に
感
じ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
が

実
を
結
び
、
議
員
の
な
り
手

不
足
の
解
消
や
、
町
民
が
町

政
に
対
し
関
心
が
高
い
で
あ

ろ
う
と
推
察
さ
れ
た
。

　

今
後
の
栗
山
町
に
お
け
る

議
会
の
た
め
の
良
い
視
察
と

な
っ
た
。
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広報広聴常任委員会

道内先進地視察報告

第2班

調  査  先：鷹栖町・北見市・訓子府町

日　 　程：令和 4 年 11 月 1 日～ 2 日

派遣議員：千葉清己・藤本光行・
　　　　　土井道子・三田源幸・
　　　　　置田武司

　

と
に
か
く
議
会
を
知
っ
て

も
ら
う
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
に
力
点
を

置
き
、
多
少
の
賛
否
は
あ
ろ

う
と
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

こ
と
を
し
よ
う
と
考
え
出
さ

れ
た
「
鷹
栖
町
議
会
定
例
会

チ
ラ
シ
」。
そ
の
大
胆
さ
に

は
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
う
え
、
一
般
質
問
に

対
し
て
五
段
階
評
価
を
つ
け

た
「
個
人
通
信
簿
」
や
と
て

も
見
や
す
い
「
傍
聴
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
た
り

と
、
そ
の
精
力
的
な
姿
勢
に

は
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
が
多

い
と
感
じ
た
。

鷹
栖
町

　
議
会
広
報
活
動
・

　
　
　
傍
聴
者
増
加
対
策

窓
口
サ
ー
ビ
ス
　
　
　
　

　
　
　
改
善
の
取
り
組
み

北
見
市

　

自
治
体
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
で
全
国
的
に
も
注

目
を
集
め
た
北
見
市
の
窓
口

業
務
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
視
察
し
た
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務

の
効
率
化
省
力
化
を
目
的
に

導
入
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
が
、
そ
の
実
際
の
流
れ

や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
目
の

当
た
り
に
す
る
と
、
二
つ
の

目
標
が
見
事
に
達
成
さ
れ
て

い
る
と
実
感
で
き
た
。
ぜ
ひ

導
入
の
参
考
と
す
べ
き
と
感

じ
た
。

議
会
広
報
活
動
の
　
　
　

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

訓
子
府
町

　

本
年
の
北
海
道
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
一
位

を
獲
得
し
た
訓
子
府
町
議

会
。
そ
の
編
集
方
針
や
各
議

員
の
か
か
わ
り
な
ど
に
つ
い

て
研
修
し
た
。
特
記
す
べ
き

は
議
員
の
か
か
わ
り
方
で
取

材
か
ら
編
集
ま
で
す
べ
て
議

員
自
ら
行
っ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。

　

紙
面
の
構
成
で
は
町
民
参

加
の
記
事
が
と
て
も
多
く
、

写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

と
て
も
見
や
す
い
紙
面
で
参

考
に
な
る
点
が
多
々
あ
っ

た
。
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道外政務調査報告

調  査  先：福岡県八女市・佐賀県武雄市・
　　　　　佐賀県嬉野市　

日　　程：令和 4 年 10 月 24 日～ 26 日

派遣議員：藤本光行・土井道子・佐藤功・
　　　　  千葉清己・置田武司

　

移
住
定
住
政
策
は
過
疎
自

治
体
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
特
徴
あ
る
取
り
組

み
を
学
ぶ
た
め
視
察
を
行
っ

た
。

　

特
に
参
考
に
な
っ
た
の
は

空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
と
体

験
移
住
に
特
化
し
た
里
山
賃

貸
住
宅
の
建
設
、
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
需
要
に
こ
た
え
る
仕
事
づ

く
り
拠
点
の
開
設
で
あ
っ

た
。

　

一
般
住
民
を
呼
び
込
む
た

め
の
各
種
補
助
制
度
を
基
本

と
し
な
が
ら
も
そ
の
上
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
む
施

策
の
展
開
を
考
え
る
べ
き
と

感
じ
た
。 福

岡
県
八
女
市

武
雄
市
図
書
館
・

　
　
　
　
こ
ど
も
図
書
館

佐
賀
県
武
雄
市

　

全
国
自
治
体
図
書
館
の
中

で
も
傑
出
し
た
存
在
で
あ
る

武
雄
市
図
書
館
を
実
際
に
見

て
体
験
し
、
図
書
館
を
核
と

し
た
街
づ
く
り
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　

政
策
手
法
と
し
て
す
べ
て

を
真
似
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
こ
の
一
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
目
の
当
た

り
に
し
て
思
う
こ
と
は
、
時

の
為
政
者
が
町
の
将
来
に
わ

た
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

ど
う
描
く
の
か
と
い
う
こ
と

が
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
も

し
議
会
が
そ
の
よ
う
な
提
案

を
受
け
た
と
き
に
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
正
し
い
議
論
を

行
う
こ
と
の
重
要
性
も
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

小
中
学
校
一
体
と
な
っ
た
　

　
　
　
　
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

小
中
学
校
の
校
長
が
学
校

独
自
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
を
作
成
し
教
育
委
員
会
に

プ
レ
ゼ
ン
し
た
後
、
そ
の
評

価
に
沿
っ
て
予
算
配
分
が
な

さ
れ
る
と
い
う
校
長
先
生
の

　
移
住
・
定
住
促
進
事
業

知
恵
袋
事
業
や
、
小
中
学
校

を
通
し
た
教
育
計
画
の
策

定
、
９
年
間
を
通
し
た
生
活

習
慣
と
学
習
習
慣
目
標
の
設

定
な
ど
小
中
学
校
連
携
強
化

の
取
り
組
み
は
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。

　

ま
た
様
々
な
取
り
組
み
を

行
う
上
で
教
育
委
員
会
と
学

校
（
校
長
、
教
員
）
の
良
好

な
信
頼
関
係
が
見
て
取
れ

た
。

佐
賀
県
嬉
野
市

 ② まずは信頼関係を築くことが優先

八女市：つながるバス亭

武雄市：武雄市図書館
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文　書　質　問

佐藤則男 議員

Q：生理の貧困について
　経済的な理由で生理用品を購入できない女性がいるという「生理の貧困」問

題が顕在化しており、女性の健康や尊厳に関わる重要な課題となっている。

　「生理用品を必要としていること」を言い出しにくい児童生徒にも配慮をして、

安心して入手できるよう提供方法や設置場所等の工夫がなされ、女性に優しい

環境整備が進められている。そこで、以下の点について、町長と教育長に伺う。

① 昨年のまちづくり懇談会の中で「生理の貧困」について質問が出たが、「実

態調査は行っていない」、「保健室の先生との関係の中で女性的な部分について

は処理させている」という答弁があったが、現在もそうなのか。また、「生理の

貧困」についてどのように認識されているのか。

② 声を上げることができない児童生徒のためにも各小中学校、栗山高等学校、

北海道介護福祉学校、学生寮のトイレにも生理用品を設置して、安心して学校

生活が送れるようにと考えるがどうか。

③ 栗山町の防災備蓄品として備えている生理用品については、定期的に入れ替

えをし、余剰となった生理用品は公共施設等のトイレに設置、または必要な人

に配布できるようにしてはどうか。

 ② まずは信頼関係を築くことが優先
町　長 ③ 方策等を検討していく

① 町内における生理の貧困に関する調査は行っていないが、児童生徒への対応等については、非常にデリ

ケートな問題として、精神的フォローも必要なものと考えており、現状、心的ケアを含め保健室にて養護

教諭が対応している。

「生理の貧困」には、複雑な要因があると考える。要因をしっかりと分析し、家庭・学校等が一体となって、

この問題に取り組んでいくことが必要であると考える。

② まずは、子どもたちとの信頼関係を築き、躊躇なく養護教諭等に相談できる環境づくりを進めることが

優先であると考えている。また、衛生上の問題、いたずらなどの管理上の問題もあることなどから、教育

A: 教育長 ① 要因を分析し、この問題に取り組んでいく

委員会としては、各小中学校、介護福祉学校及び

学生寮を含め、直ちにトイレ等に生理用品を設置

するという考えはない。なお、栗山高等学校につ

いては、空知教育局高等学校教育指導班にこの内

容を報告する。

③ 有事の際、より安心して利用いただける環境

を確保するため定期的な入替を実施していく。入

替時において、使用期限が近づいた生理用品につ

いては、必要とする方に有効に活用していただけ

るよう方策等を検討していく。
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町政の
ここが聞きたい

５議員が一般質問

12 月定例会議
録画配信 QR

齊藤義崇 議員

土井道子 議員

Ｑ１. 郷土資料を閲覧できる環境整備を　 Ａ . 具体的な対応策を検討

鈴木千逸 議員

Ｑ１. 技術職の現状と今後の補充は　Ａ . 業務量に合わせた人員を確保する

佐藤功 議員

Ｑ１.  特別冬期生活支援金の更なる拡充を　Ａ . 本年度は対象要件を拡大

千葉清己 議員
Ｑ１. 部活動の地域移行への対応は　Ａ . 協議会を設置し基本方針を定める

Ｑ２. 河川災害防止の今後の計画は　Ａ . 堆積土砂の撤去等を計画的に実施

Ｑ２. 介護事業所の実態把握と維持存続への対策は　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ . 引き続き必要な支援に取り組む

Ｑ１. 廃棄物処理の今後の計画と政策は　Ａ . 関係機関と継続して協議する
Ｑ２. 災害時の伝達体制は　Ａ . 情報共有し連携
Ｑ３. 新規就農者への今後の支援は　Ａ . 総合的なサポートの充実

12 月定例会議



部
活
動

Ａ：協議会を設置し基本方針を定める

　Ｑ：地域移行への対応は                  

質
問
趣
旨　

本
年
、
６
月
に

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
中
学
校
の
部

活
動
の
地
域
移
行
を
令
和
５

年
か
ら
３
年
間
で
実
施
す
る

提
言
を
し
た
の
で
栗
山
町
は

ど
う
す
る
の
か
を
質
問
し

た
。

部活の地域移行には地域住民の協力も不可欠

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

教
育
長　

本
年
11
月
に
国

は
「
学
校
部
活
動
及
び
新
た

な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り

方
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
発
表
し
、
北
海
道

も
「
令
和
７
年
度
末
ま
で
に

段
階
的
な
地
域
移
行
を
目
指

す
。」
と
の
方
向
性
を
示
し

た
。

①
総
合
的
な
基
本
方
針
は
学

校
だ
け
で
は
子
ど
も
た
ち
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
環
境
を
支

え
て
い
く
こ
と
が
困
難
な
状

況
で
あ
り
、
部
活
動
の
地
域

移
行
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
よ
っ
て
、
令
和
５

年
よ
り
、
教
育
委
員
会
、
学

校
、
保
護
者
、
関
係
機
関
・

団
体
、
有
識
者
等
で
構
成
す

千葉清己 議員
議
員　

部
活
動
の
地
域
移
行

は
教
員
の
過
重
負
担
の
軽
減

と
少
子
化
の
中
で
こ
ど
も
の

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を

確
保
す
る
と
い
う
目
的
が
あ

る
が
、
以
下
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

①
総
合
的
な
基
本
方
針

②
経
済
的
な
問
題
へ
の
対
応

③
指
導
者
人
材
の
確
保

感
想　

部
活
動
の
地
域
移
行

は
様
々
な
課
題
を
含
ん
で
い

る
が
、
栗
山
町
と
し
て
積
極

的
な
課
題
解
決
の
た
め
の

る
（
仮
称
）「
栗
山
町
部

活
動
改
革
検
討
協
議
会
」

を
設
置
す
る
。

②
経
済
的
な
問
題
は
、
国

の
補
助
事
業
等
を
活
用
す

る
予
定
。

③
人
材
確
保
は
ス
ポ
ー
ツ

協
会
、
各
連
盟
、
関
係
機

関
・
団
体
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
受
け
て
人
材
確
保

に
努
め
る
。「

栗
山
町
部
活

動
改
革
検
討
協

議
会
」
に
お
い

て
議
論
を
進
め

る
べ
き
と
思
っ

た
が
、
同
時
に

「
地
域
」
に
は

自
分
も
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、

個
人
と
し
て
も

積
極
的
に
協
力

し
よ
う
と
思
っ

た
。

くりやまぎかいだより№ 17415
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浚渫工事は計画的に行われている

鈴木千逸 議員

職
員
補
充

Ａ：業務量に合わせた人員を確保する

Ｑ：技術職の現状と今後の補充は                   

質
問
趣
旨　

災
害
発
生
時
の

道
路
や
上
下
水
道
の
保
守
に

関
す
る
役
場
の
認
識
や
対
応

を
確
認
す
る
こ
と
と
、
河
川

管
理
に
つ
い
て
人
命
や
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
を
守
る
意

味
で
の
認
識
や
対
応
を
確
認

す
る
目
的
で
伺
っ
た
。

議
員　

一
般
会
議
に
お
い
て

技
術
職
の
現
状
と
補
充
に
つ

い
て
の
懸
念
が
あ
る
と
の
話

が
あ
っ
た
。

　

胆
振
東
部
地
震
の
よ
う
な

規
模
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
町
の
道
路
や
上
下
水
道

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
熟
知

し
、
速
や
か
に
解
決
で
き
る

体
制
が
整
っ
て
い
る
の
か
、

現
状
の
対
応
策
と
技
術
職
の

補
充
も
含
め
た
今
後
の
対
策

を
伺
う
。

町
長　

現
在
の
体
制
は
、
技

術
職
員
８
名
で
、
道
路
や
建

物
、
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
対
応
し
て
い

る
。
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
町
内
の
栗
山
建
設
協
会

と
連
携
し
、
現
地
確
認
・
イ

災害防止

 　
Ｑ
：
河
川
災
害
防
止
の
今
後
の
計
画
は

　

Ａ
：
堆
積
土
砂
の
撤
去
等
を
計
画
的
に
実
施

議
員　

令
和
４
年
度
町
政
執

行
方
針
の
中
で
は
ト
キ
ト

川
・
杵
臼
川
・
ハ
サ
ン
ベ
ツ

川
等
の
浚
渫
を
「
今
年
の
約

束
」
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、

対
策
工
事
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
河
川
の
氾
濫
被
害
の

町
長　

国
・
道
が
管
理
す
る

河
川
に
か
か
る
整
備
促
進
に

つ
い
て
は
、
空
知
地
方
総
合

開
発
期
成
会
や
町
単
独
に
よ

る
要
望
活
動
を
毎
年
度
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
町
が
管
理

す
る
河
川
に
つ
い
て
は
、
地

域
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、

国
の
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
を

活
用
し
、
優
先
度
の
高
い
箇

所
か
ら
計
画
的
に
実
施
し
て

い
る
。

　

氾
濫
被
害
の
可
能
性
の
あ

る
危
険
な
地
域
と
し
て
は
、

阿
野
呂
川
（
道
管
理
）、
杵

臼
川
（
町
管
理
）
を
想
定
し

て
い
る
。
阿
野
呂
川
は
、
河

川
水
位
情
報
な
ど
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、
杵
臼
川
は
昨
年

感
想　

取
り
組
み
に
つ
い
て

は
順
次
進
め
て
い
る
こ
と
が

伺
え
る
。
し
か
し
、
危
険
箇

所
は
広
域
に
わ
た
る
の
で
地

域
の
皆
さ
ん
の
声
を
役
場
の

職
員
に
伝
え
る
こ
と
も
大

切
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
が

気
づ
い
た
点
や
危
険
個
所
な

ど
を
声
を
出
し
て
役
場
に
情

報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

肝
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ン
フ
ラ
復
旧
に
当
た
っ
て
い

る
。
技
術
職
の
補
充
に
つ
い

て
は
、
平
時
の
業
務
量
に
合

わ
せ
た
必
要
人
数
を
確
保
す

る
よ
う
採
用
を
進
め
て
い

る
。

解説

浚渫とは
　港湾、河川、運河などの底面をさらって土
砂などを取り除く土木工事のこと。
　河川などでは堆積土砂のため川底が浅くな
り、河川の流量が確保できなくなるため、土
砂災害を防止するため浚渫工事を行う。

度
よ
り
浚
渫
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

　

第
７
次
総
合
計
画
で
は
、

ト
キ
ト
川
や
杵
臼
川
な
ど
に

お
い
て
緊
急
浚
渫
推
進
事
業

を
活
用
し
、
適
切
な
維
持
管

理
を
実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
緊
急
浚
渫
推
進
事

業
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

度
で
こ
の
制
度
が
終
了
と
な

る
が
、
国
や
道
等
に
対
し
事

業
継
続
の
要
望
を
行
っ
て
い

く
。

可
能
性
の
あ
る
地
域
や
、
そ

の
予
防
に
関
す
る
町
の
認
識

と
対
策
、
ま
た
、
浚
渫
計
画

や
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
に
関

す
る
要
望
等
に
関
し
て
伺

う
。

                  

しゅんせつ



町
長　

本
年
度
も
昨
今
の
原

油
価
格
や
物
価
高
騰
の
影
響

を
鑑
み
、
昨
年
度
と
同
様
に

支
給
対
象
世
帯
及
び
支
給
額

を
拡
充
す
る
支
援
を
予
定
。

　

本
年
度
に
限
り
高
齢
者
世

帯
の
対
象
要
件
を
70
歳
以
上

か
ら
65
歳
以
上
世
帯
に
拡

大
、
障
が
い
者
手
帳
を
有
す

る
世
帯
は
等
級
に
関
係
な

く
支
給
額
は
昨
年
度
同
様

１
万
２
千
円
と
す
る
考
え
で

あ
る
。

物
価
高
騰

Ａ：本年度は対象要件を拡大

　Ｑ：特別冬期生活支援金の更なる拡充を                  

質
問
趣
旨　

町
民
・
介
護
事

業
所
が
原
油
高
騰
・
物
価
高

騰
の
厳
し
い
中
で
生
活
で
き

る
よ
う
、
町
の
支
援
策
の
考

え
を
質
問
し
た
。

                   　
Ｑ
：
実
態
把
握
と
維
持
存
続
へ
の
対
策
は

　

Ａ
：
引
き
続
き
必
要
な
支
援
に
取
り
組
む

介護事業議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
未
だ
に
収
束
が
見
え
な
い

中
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問

介
護
な
ど
の
介
護
事
業
所
が

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

利
用
者
の
減
少
や
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
で
き
な
い
な
ど
、
厳

し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い

る
。

　

町
で
は
様
々
な
支
援
策
を

行
っ
て
い
る
が
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
今
後
介
護
事
業
所
が
撤

退
・
廃
業
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
実
態
把
握
と
維
持
存
続

に
向
け
た
対
策
の
考
え
を
伺

う
。

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
長
期
化
や
、
原
油
価
格
、

電
気
・
ガ
ス
料
金
を
含
む
物

価
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
介
護
事
業
所
等
は
厳
し

い
状
況
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

原油の高騰で生活にも大きな影響が

佐藤功 議員
議
員　

令
和
３
年
度
は
特
別

冬
期
生
活
支
援
金
の
所
得
基

準
額
の
上
限
を
撤
廃
し
て
対

象
世
帯
を
拡
大
し
、
支
給
金

額
を
１
世
帯
当
た
り
１
万
円

か
ら
１
万
２
千
円
に
増
額
し

た
。
今
年
も
灯
油
価
格
高
騰

で
町
民
の
生
活
に
影
響
が
及

ん
で
い
る
。
そ
の
対
策
と
し

て
特
別
冬
期
生
活
支
援
金
の

　

令
和
２
年
10
月
、
町
内
介

護
事
業
所
を
対
象
に
行
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
87
％
の
事
業
所
が
「
企

業
活
動
へ
の
影
響
が
継
続
し

て
い
る
」、
そ
の
う
ち
44
％

は
「
売
上
が
減
少
」、
本
年

８
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

93
％
が
「
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
」
と
の
回
答

だ
っ
た
。

　

町
で
は
町
内
の
介
護
事
業

所
や
医
療
機
関
等
に
対
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
継

続
支
援
や
、
物
価
高
騰
の
影

響
緩
和
等
４
回
の
支
援
金
を

支
給
し
て
き
た
。

　

引
き
続
き
事
業
所
の
実
態

把
握
に
努
め
、
必
要
な
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

感
想　

特
別
冬
期
生
活
支
援

金
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
厳

し
い
生
活
の
実
態
を
含
め
て

迫
っ
た
が
、
拡
充
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　

介
護
事
業
所
支
援
は
今
後

も
実
態
把
握
に
努
め
、
必
要

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く

町
の
姿
勢
が
つ
か
め
た
。
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さ
ら
な
る
拡
充
を
す
る
考
え

が
あ
る
か
伺
う
。



教
育
長　

①
郷
土
資
料
は
、

公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多

い
図
書
館
所
蔵
資
料
や
、
町

の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
も
の
、
貴
重
な
資
料

と
し
て
後
世
に
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

が
あ
り
、
各
施
設
に
お
い
て

整
理
・
保
存
・
管
理
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後

第
７
次
総
合
計
画
期
間
の
な

か
で
、
保
存
・
管
理
の
あ
り

方
、
保
管
方
法
な
ど
含
め
、

具
体
的
な
対
応
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

②
郷
土
資
料
な
ど
の
修
復
は

町
民
に
委
ね
る
こ
と
は
な

く
、
専
門
業
者
に
お
願
い
す

る
か
、
あ
る
い
は
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
複
製
保

存
す
る
方
法
で
対
応
す
る
。

　

過
去
に
は
、
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
し
、
本
の

損
傷
を
防
ぐ
フ
ィ
ル
ム
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
お
願
い
し
て
い

郷
土
資
料

Ａ：具体的な対応策を検討していく

 Ｑ：閲覧できる環境整備を                   

議
員　

10
月
か
ら
４
回
に
わ

た
り
行
わ
れ
た
「
ふ
る
さ
と

学
講
座
は
、
多
く
の
人
が
参

加
さ
れ
、
栗
山
町
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
た
。

 

そ
こ
で
、
栗
山
町
の
こ
れ

ま
で
の
歴
史
を
知
る
た
め

に
、
記
録
を
探
っ
て
い
け
る

環
境
を
整
備
す
る
事
が
重

要
と
考
え
、
次
の
質
問
を
す

る
。

①
役
場
や
図
書
館
、
開
拓
記

念
館
に
こ
れ
ま
で
の
郷
土
資

料
を
整
理
・
保
存
・
管
理
し

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
整
え
る

専
門
職
を
配
置
し
、
一
元
管

理
す
る
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か

②
資
料
の
修
復
法
、
資
料
保

存
の
大
切
さ
を
住
民
に
指
導

す
る
よ
う
に
で
き
な
い
か

③
郷
土
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
さ
ら
に
進
め
て
い
け
な
い

た
が
、
一
定
程
度
の
技
術
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は

行
っ
て
い
な
い
。

③ 

デ
ジ
タ
ル
保
存
の
必
要

性
が
高
い
物
か
ら
、
デ
ジ
タ

ル
写
真
や
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
の

デ
ー
タ
保
存
な
ど
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
を

す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

④ 

開
拓
記
念
館
で
は
、
所

蔵
台
帳
を
整
備
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
図
書
館
に
お
い
て

も
、
郷
土
資
料
台
帳
は
既
存

の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
で
管
理

し
て
い
る
。

　

施
設
連
携
に
よ
り
台
帳
を

共
有
し
、
資
料
探
索
を
容
易

土井道子 議員
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質
問
の
趣
旨　

郷
土
資
料
に

つ
い
て
、
収
集
・
整
理
・
保

存
・
公
開
が
重
要
で
あ
る
と

思
い
、
町
の
考
え
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

か④
栗
山
町
歴
史
資
料
収
蔵
目

録
を
発
行
で
き
な
い
か

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

議会中継をご自宅で見ることができます

議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

開拓記念館には所蔵台帳が整備されている

感
想　

郷
土
資
料
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
何
度
も
質
問
を

重
ね
て
き
た
が
、
住
民
へ
の

周
知
が
進
め
ら
れ
て
い
な
い

の
で
は
と
の
疑
問
が
あ
っ

た
。

　

若
人
や
子
供
が
栗
山
町
を

知
る
た
め
に
も
重
要
な
部
署

な
の
で
、
大
切
な
業
務
と
捉

え
て
ほ
し
い
と
願
う
。



                  

議
員　

栗
山
町
で
は
、
コ
ン

ポ
ス
ト
生
産
が
終
了
し
、
一

部
の
ゴ
ミ
処
理
は
広
域
化
さ

れ
る
。
ル
ー
ル
徹
底
と
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
政
策

を
実
行
し
て
い
く
の
か
、
次

の
３
点
に
つ
い
て
町
長
に

伺
っ
た
。

① 

町
内
の
一
般
・
産
業
両

方
の
廃
棄
物
処
理
の
現
状
と

重
要
度
の
高
い
課
題

② 

第
七
次
総
合
計
画
の
原

案
で
示
さ
れ
る
、
今
後
の
栗

山
町
の
政
策
の
あ
ら
ま
し

③ 

肥
料
高
騰
等
の
対
策
と

し
て
廃
棄
物
の
活
用
を
具
体

的
に
考
え
て
い
る
か

Ａ：関係機関と継続して協議する

 Ｑ：廃棄物処理の今後の計画と政策は

質
問
の
趣
旨　

廃
棄
物
リ
サ

イ
ク
ル
を
環
境
問
題
と
し
て

包
括
し
、
肥
料
高
騰
対
策
に

絡
め
て
政
策
提
案
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

                   

Ｑ
：
災
害
時
の
伝
達
体
制
は

Ａ
：
情
報
共
有
し
連
携

　

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
維
持

補
修
に
加
え
て
災
害
時
の
支

援
・
伝
達
体
制
に
つ
い
て
、

現
状
の
課
題
と
今
後
の
展
望

を
町
長
に
伺
っ
た
。
特
に
事

前
の
災
害
対
策
を
万
全
に
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
述
べ
、
そ
の
た
め
の
普
段

の
計
画
事
業
に
つ
い
て
は
作

齊藤義崇 議員

リ
サ
イ
ク
ル

町
長　

ご
み
の
資
源
化
を

行
っ
て
お
り
、
分
別
も
高
い

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
重

要
な
課
題
と
し
て
、
ご
み
の

減
量
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
令

和
６
年
か
ら
の
広
域
焼
却
処

理
開
始
に
伴
い
、
説
明
会
や

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
７
次
総
合
計
画
で
は
、

ご
み
処
理
の
実
施
を
重
点
政

策
と
し
て
実
施
す
る
。
廃
棄

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
は
じ
め
関

係
機
関
と
対
策
に
つ
い
て

「
有
機
資
源
物
の
活
用
」
を

含
め
、
協
議
を
進
め
て
い

く
。

現在建設中の広域焼却施設

感
想　

幅
の
広
い
政
策
で
あ

り
、
質
問
を
絞
り
な
が
ら
、

再
質
問
を
繰
り
返
し
た
が
、

要
点
を
ま
と
め
き
れ
な
か
っ

た
と
反
省
し
て
い
る
。
専
門

知
識
の
あ
る
職
員
の
登
用
や

要
請
、
専
門
部
署
の
創
設

や
、
政
策
の
掲
げ
方
な
ど
町

長
の
前
向
き
な
答
弁
は
頂
け

た
。
環
境
問
題
に
つ
い
て
一

定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

業
環
境
の
よ
い
と
き
に
、
早

期
に
実
施
す
る
こ
と
も
重
要

と
伝
え
た
。

　

建
設
協
会
と
連
携
し
、
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
災

害
対
策
を
進
め
て
い
く
と
回

答
が
得
ら
れ
た
。
十
分
納
得

の
い
く
、
回
答
で
あ
っ
た
。

                   

Ｑ
：
新
規
就
農
者
の
今
後
の
支
援
は

Ａ
：
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
充
実

　

栗
山
町
で
は
新
規
に
就
農

す
る
方
の
相
談
も
増
え
、
こ

れ
ま
で
も
多
く
の
新
規
就
農

者
が
農
業
に
従
事
し
た
。
新

規
就
農
者
の
研
修
・
就
農

先
・
優
良
農
地
確
保
は
命
題

で
、
第
三
者
継
承
制
度
で
も

多
く
課
題
を
残
し
て
い
る
。

　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

今
後
の
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
現
状
認
識
の

課
題
、
将
来
展
望
と
対
策
を

町
長
に
伺
っ
た
。
現
状
課
題

や
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

十
分
な
把
握
と
認
識
を
持
た

れ
て
お
り
、
農
業
振
興
公
社

や
農
業
委
員
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
提
案
を
参
考
に
積
極

的
に
政
策
を
実
行
し
て
い
く

お
考
え
が
回
答
と
し
て
得
ら

れ
た
。
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３月定例会議の予定

月　　 日～3 2
議会の予定

議会の予定は変更になる場
合があります。議会事務局
または議会ホームページで
ご確認ください。

議会に行こう！
は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さん
の選んだ議員の活動や町
政の方針などを、ぜひご
覧ください。
会議当日の受付で傍聴で
きますので、役場旧庁舎
３階の傍聴席入口までお
越しください。

傍聴
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ひ と こ と

　

お
兄
ち
ゃ
ん
と
雪
遊
び
♪

　　　　　　　
　
　
　
　
　
　

撮
影　

佐
藤　

功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
場
所
：
松
風
４
丁
目
）

ホームページ QR

2 月 28 日（火） 議会運営委員会
3 月 2 日（木） 3 月定例会議
3 月 13 日（月） 予算審査特別委員会

   ※全て 9 時 30 分開会予定です

　吉田松陰の教えを教育理念とし、学園では人間力を養い、心の教

育を通して人間形成を図る「知行合一」校是とする中学・高校・大学・

大学院の「松蔭学園」が東京都世田谷区にある。

　この創立 80 年記念誌をたまたま読む機会に恵まれた。学園の校長

先生である川下進さんが栗山育ちであることに驚いた。我が故郷を

『和みの里』の古里と誇りにする一文に共鳴する。

　鹿児島出身で長渕剛の曲♪トンボ♪…歌詞の一節『嗚呼、幸せの

とんぼがホラッ→北へ北へと向かった～』を耳にした瞬間、北海道

栗山町の情景が鮮明に浮かんできた。

・・・この地域は維新直後、薩摩藩からも多くの入植者が加わって

拓けた穀倉地帯で、大地が広がり小高い山があり緩やかに川も流れ、

温厚で情が細やかな住民と豊かな土地からの実り、すべてに調和が

とれた包容力に富む『和みの里』である。

燃してこの安穏楽土たる地は、高校まで過ごした私が誇りとしてい

る古里なのである・・・（抜粋）

　栗山町は【ふるさとは栗山です】が合言葉で「人と自然が共生」す

る―ふるさと教育―がまちづくり標ぼうの主役となっている。

　多様で評判の幼児教育から、小学校、中学校、伝統の栗山高校、全

国唯一町立北海道介護福祉学校、ハサンベツ里山の存在が誇り。今日

の社会風潮であるモノやカネを優先するより・人に愛され・人に喜

ばれ・人に役立つ～大切な「ヒト＝人間」形成を川下校長と念じたい。

　「知行合一（ちこうごういつ」の松蔭学園　　　　　    
　　　　　　　　髙倉　淳 さん（松風 4）　

表紙の一枚！

たかくら　　あつし


